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AUTOSARの導入シナリオ：業界の事例

with the Right Standard
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電子制御ユニット（ECU）の開発を開始するにあたって、ほとんどのケースで似
たような状況が想定されます。すなわち開発手法が決定され、それに応じたツー
ルチェーンとプロセスが選択され実装されます。多少の調整はありますが、大き
な枠組みの変更はできる限り避けなければなりません。最終的な目的は、生産性
の高いツールとプロセスを使用して、新製品をできるだけ早く市場に投入するこ
とであり、インフラの変更に多くの時間を使うことではありません。インフラの
変更は新しい標準を必要とし、さまざまな開発領域に影響があるだけでなく、必
ずしもそれによって便利になるとは限りません。

ソフトウエアアーキテクチャの複雑性を克
服するために、開発者が以前から求めて
いたソリューションの原則が、現在、
AUTOSAR規格として具体化しています。
しかし、この規格が実際に採用されるため
には、次のような多くの疑問に答えること
が必要となります。
自社製の安定した機能ソフトウエアとモデ
ルを使い続けることができるのだろうか？
独自に開発した ECUネットワーク通信が
利用できるだろうか？通常の開発業務と
平行してAUTOSARプロジェクトを実行
する開発チームが必要なのではないか？ 
どのような新しいツールが必要になるのか、
また、使用してきた既存のツールが役に立
たなくなるのではないか？ソフトウエア開発
における最善の戦略とは？可能な限り白紙
に戻して開発をやり直すのか、それともでき
るだけ多くを再利用するのか？疑問が果て
しなく続きます。

導入のシナリオ
AUTOSARの導入に際して実行可能な
アプローチを選択するために、実際に有
効であることを証明したいくつかのシナリ
オをこれから紹介します。ただし、企業ま
たはプロジェクトにより規約が異なるた
め、開始状況が完全に同じであることは
ありません。ここに挙げるシナリオは、特
定の要件を満たす方法を例示するものに
過ぎませんが、基本的に優先すべきこと
が明らかになるはずです。ここに示すアプ
ローチは、さまざまな企業で実際に行わ
れたプロジェクトに基づいています。それ

ぞれのアプローチが異なっているという
事実が、それぞれの状況で正しいアプ
ローチを選択することがいかに重要であ
るかを物語っています。

AUTOSARの特徴
AUTOSARは以下の要素からなる多層構
造の規格です。

n  システムおよびアーキテクチャ設計用記
述要素の特定

n  上記要素の記述用データ交換フォー
マットの定義

n  インターフェース規約を持った ECUソ
フトウエアアーキテクチャのレイヤーコ
ンセプトの導入

n  AUTOSARに準拠した包括的なソフト
ウェア開発手法の説明

その結果、あらゆるプロジェクトのさまざ
まな部分に影響を与えます。この規格の
範囲が広大であるため、導入は段階的に
行うのが実際的です。
ただし、他の問題に取り組む前に最初に
答えを見つけておかなくてはならない問い
が 1つあります。それは、「AUTOSAR準
拠の記述を作成するにはどうすれば良い
か」という問いです。

シナリオ 1：ボトムアップアプローチ
AUTOSAR記述をスムーズに生成するた
めの必須条件が 2つあります。１つは
ECUソフトウェア開発が企業またはプロ
ジェクトの仕様に適合し、適切なガイド
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が維持されていれば、このステップは困難
なものではなく、専用に作成したスクリプ
トから自動的に実行することができます。

事例：エンジン制御
これは、自動車部品サプライヤである
Magneti Marelli S.p.A.によって実行さ
れたプロジェクトです。具体的には、この
作業は既存のエンジン ECUのソフトウエ
ア全体をAUTOSARに移行してから、そ
の ECUへの実装をやり直します。そのた
めに、Magneti Marelli社は、ソフトウエ
アアーキテクチャとスケジューリングの再
構築に必要なすべての情報を既存の ECU
データから抽出し、スクリプトを使用して
dSPACE SystemDesk上のソフトウェア
アーキテクチャに転送しました。Magneti 
Marelli社の開発者は dSPACEと協力し
て移行作業を行い、この作業には約半年
かかりました。1 

シナリオ 2：介入点での切り換え
AUTOSARと従来の開発の両方を実行で
きるように、シナリオ 1を修正することが

できます。既存のモデル、Cコード、デー
タカタログは、関連のツールチェーンとと
もに保持します。既存の記述に「介入点」
を挿入して、AUTOSAR実装の記述と、従
来の実装の記述の切り替えのための介入
点とします。この介入点は、たとえばコード
レベルでは関数にアクセスするためのマク
ロ形式で挿入したり、モデルレベルでは
dSPACE TargetLink AUTOSAR Blockset
を下流生成代替物とともに使用することに
よって挿入することができます。

シナリオ 3：トップダウンアプローチ
開始点としてアーキテクチャレベルを使用
するアプローチもあります。まず、システム
のプランニングを行い、各機能のために動
作モデリングを行います。ソフトウエア開
発プロセスでは、AUTOSAR記述フォー
マットを体系的に使用します。開発者は、
ソフトウエアコンポーネントのモデリング
に、SystemDeskのようなオーサリング
ツールを使用するか、すべてのプロジェク
トデータを管理する一元的データベース
を使用します。シナリオ 1と2を統合した
ものがこのシナリオ3で、シナリオ3を使っ
てシナリオ 1と2を表現することができま
すが、このシナリオの顕著な特徴は、その
全体論的な戦略にあります。

事例：ボディECU
この規格を導入するために、自動車メー
カーのDaimler AGは、ソフトウエアアー
キテクチャをアプリケーション部分とベー
シックソフトウエア部分に体系的に区分
し、両者が規定のインターフェースを通じ
て相互に通信するようにしました。

AUTOSAR規格をベースにして、このイ
ンターフェースが定義されました。基本ソ
フトウエアと標準ソフトウエアアーキテク
チャも、確立された標準コアがベースにな
り、選択された AUTOSARソフトウエア
サービスによって補完されました。
この最初の手順により、この ECUが従来
の方法で開発された ECUとネットワーク
互換であることが保証されました。このよ
うに、AUTOSARテクノロジを段階的に
導入することができます。2 

AUTOSARの利用効果
作成が終わったAUTOSAR準拠記述は、
これまでにない革新的な方法でプロセス、
ツールチェーン、メソッドで使用することが
できます。

データ交換
AUTOSARの長所の 1つは、OEMメー
カーとサプライヤ間のデータ交換にあり
ます。プロジェクトの規約は、単一の規格
をベースにすることができますが、Daimler 
AGは最初のAUTOSAR量産プロジェク
トで以下のように指摘しています。
「モデルベース開発を広範囲にかつプロセ
スセーフに行なうためには、サプライヤに
依存しない、統一されたソフトウエアアー
キテクチャと、標準化されたメタデータの
記述が前提条件となります」2

AUTOSAR規格はこの要件を満たし、国
際的に分業体制をとるサプライヤなどでは、
同一企業内でもメリットを生み出します。
AUTOSARのような規格に基づいて統
一された方法で作成されたソフトウエア
モジュールを、中央のレポジトリから引き
出して、すべての地域や国々で、まったく
同じ方法で繰り返し使用することができ
ます。

ツールの組み合わせ
AUTOSARは、ツールの組み合わせも容
易にします。SystemDeskのようなオーサ
リングツールにおけるソフトウエアコン

AUTOSARでは、白紙に戻して開発をやり直す必要
はありません。言語が異なるだけです。

ラインおよび構造化アプローチが存在して
いること。2つめは信号リストモジュール
およびパラメータが、Microsoft® Excel®

スプレッドシート、A2Lファイルなどの
フォーマットで保存されていることです。
既存のアプリケーションソフトウエアから
AUTOSARプロジェクトに移行するため
に、既存のデータカタログをAUTOSAR
フォーマットに変換することができます。 
このステップが必要なのは 1回だけです。
データカタログがよく構造化され、整合性
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ポーネントと、MATLAB®/Simulink®や
TargetLinkなどのツールにおける機能記
述とを簡単にリンクさせることができます。
オーサリングツールとベーシックソフトウ
エアコンフィギュレーションツールとの組
み合わせについても同じです。
「さまざまなツールの連携は、AUTOSAR
理念の実現を成功させるための重要な要
素です。dSPACEは、そのための卓越した
基盤を、TargetLinkおよび SystemDesk
として、規定のファイルフォーマットとオー
プンなインターフェースと合わせて提供し
ています」3 

オフラインおよびオンラインの 
試験プロセス
AUTOSARの導入により新しい選択肢が
増えるのは、設計プロセスだけでなく、試
験プロセスでも同じです。AUTOSARに
準拠したアプリケーションソフトウエアの
記述が使用できるようになると、初期の段
階で、システム設計ツールを使用して、そ
のソフトウエアモジュールのシミュレー

従来のプロセスとメソッドの構造の定義が優れてい
るほど、AUTOSARへの移行が容易になります。

ションを行うことができます。Audi 
E lectronics Venture GmbH は、
SystemDeskを使用して、ネットワーク化
された制御システムのバーチャルな統合を
実行しました。テストオートメーションを
使用して、システムの組織的なシミュレー
ションと解析が PC上で行われました。 
将来的には、オフラインシミュレーション
の一部が、シミュレータ上での ECUテス
トに再利用できるようになります。4  

試験プロセスを、アプリケーションソフ
トウエアだけでなく、診断サービスなど、
プラットフォームソフトウエアのサービス
にも付加することができます。これは、
Daimler AGにおける開発の初期段階
での診断機能の検証を行うプロジェクト
によって実証されました。従来の診断試
験のテストベクタが、SystemDeskで
のオフラインシミュレーションに適用さ
れました。シミュレーションの後で、バー
チャルな故障メモリが評価され、エラー
エントリの妥当性のチェックが行われま
した。5
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まとめ
モジュール式分散制御システムの開発には、インターフェース、言語、プロトコル
の一義的な定義が必要です。AUTOSAR規格は、これらを効率的に開発するた
めのソリューションの原則を提供します。ここで紹介されたシナリオから、
AUTOSARを導入するための主なアプローチを知ることができます。事例研究か
ら、これらのアプローチを開発プロジェクトに適用する方法と、そのメリットを知
ることができます。AUTOSAR導入プロジェクトは、大規模なプロジェクトでも、
シームレスなツールサポートがあれば管理可能であることが証明されています。

お客様のプロジェクトでのAUTOSARの用途とメリットに関する詳細な情報につ
いては、dSPACE（info@dspace.com）にお問い合わせください。
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